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　植田正治さん（うえだ しょうじ／ 1913-2000 年）に
とって、写真は〈記録するもの〉というより〈創造する
もの〉でした。戦争中に報道写真のようなものばかり
がはやったときも、植田さんは「早く自由に写真が撮

と

りたい」と思っていました。
　この作品は、故郷の鳥取県の砂丘で撮影されたもの
です。みんなをわざと離したり、広い空間をつくった
り、とても不思議な雰

ふ ん

囲
い

気
き

があります。たとえば、こ
の子どもたちが “ 花 ” や “ 石ころ ” だったとしても、同
じように不思議な写真になるかもしれません。
　“ 子ども ” をとおして、なにか別のものを表現しよう
とした植田さんは、〈写真で遊ぶ〉ことが大好きだった
のです。

植田正治 「白い風」より 1981 年

この作品は「こどもの情景　原風景を求めて」展（平成 23 年 12 月 4 日
終了）に展示されました。展覧会カタログは東京都写真美術館 4 階図書
室（利用無料）でもご覧いただけます。
□東京都写真美術館□ http://www.syabi.com　℡ 03-3280-0099
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あけまして おめでとうございます
本年も〔こどもの城〕をよろしくお願いします

　運動がとくいなお父さん、機械いじりならまかせておけというお父
さん、工作が大好きなお父さん ——〔こどもの城〕のいろいろなところ
で、お父さんの “ とくい ” なことを生かして、子どもと楽しく遊んでい
ます。子どもたちも、いっしょに遊んでくれるお父さんの姿をみて、う
れしそうな顔をしています。
　子育て支援に取り組んでいる小児保健のスタッフは、「お父さんの好

　「いっしょにあそぼっ！」——休みの日のお父さんに子どもは
ワクワク。「よし！◯◯してあそぼっ！」とすぐに遊んでくれる
お父さんもいれば、「なにしてあそぼうか？」と考えてしまうお
父さんもいるかもしれません。子どもといっしょに遊ぶ——難
しく考えることはありません。気軽で、簡単なことでいいので
す。さそわれるままに、子どもの気持ちになっていっしょに過
ごせばいいのではないでしょうか。子どもの表情やしぐさ、動
きなどを見ていると、いろいろな発見やおどろきがあると思い
ます。一日一日、成長していく姿を感じることができます。
　「じゃあ、なにしてあそぼうか？」。〔こどもの城〕では、た
くさんのお父さんが、お父さんパワーを生かして、いろいろな
遊びを楽しんでいます。

　〈イクメン〉〈子育てパパ〉〈父親の子育て〉などの言葉を新聞・雑誌、
テレビなどでよく目にするようになりました。核家族化が進み、共働
きの家庭も多くなった今、“ 男女共同参画 ” への理解が進むなかで、お
父さんが家事や育児へ参加する場面が増えてきました。

　「ヨイショ」と、お父さんの声。同時に「キャッキャッ」と笑う子ど
もの声。お父さんの体をよじ登ってかた
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まできた子どもを、体のまわり
をぐるっと回しながら、床に降ろしていきます。お父さんならではのダ

　造形スタジオの親子コーナーでは、クシャクシャにもんだ
色画用紙を足にかぶせて、自分の足の大きさにあわせたくつ
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を作る「ドカドカぐつ」。親子それぞれに作ります。大きなく
4

つ
4

と小さなくつ
4 4

ができたら、いろいろな色や厚さの紙などを
使って、自由にかざりつけて、オリジナルのくつ
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を作ります。
　「お父さんの足、大きい！」「そんなに小さな飾り、はさみで
器用に切るなあ」。そんなことを話し合いながら、“ ドカドカ

　身の回りの電化製品を分解してみる「機械の中を見てみよう」（小学
生ラボ）。身近に使っている “ 機械 ” の中が、どのようになっているかを、
こわれてしまった機械を分解して調べてみます。お父さんといっしょ
にプリンターを分解していました。ドライバーを使ってネジをはずし
ていきますが、どうしても回らない固いネジが……。ここはお父さん
の出番。グッと力を入れると、簡単に回って、はずすことができました。
機械に強いお父さんといっしょに、あきることなく最後まで分解して
いました。はずした歯車やお気に入りの部品は、“ 宝物 ” に。なかには、
熱中してドライバーを放さないお父さんもいました。
　「小学生ラボ」（毎月 1 回、土・日曜日に開催）は、小学生以上の子
どもを対象にしていますが、親子で楽しむ姿も……。

お父さんも
　いっしょに遊ぼっ！

子どもといっしょに楽しむプログラムがいっぱい

きなこと、とくいなことのなかに、子どもの好きなことも必ずありま
す。〈イクメン（育 men）〉を、家事や子育てをする父親というように考
えるのではなく、サッカーやつりなど父親が好きなことを子どもとい
っしょに楽しむことも〈イクメン〉と考えていいのではないでしょうか」
と話します。
　お父さんは、子どもの笑顔を見ようといろいろ
なことを考えるのかもしれません。まずは、お父
さんが好きなことを、無理のないように子どもと
いっしょに遊んでみてはどうでしょうか。

お父さんの “ とくい ” を生かして遊んでみる

　保育所の送り迎えや学校行事などをきっかけに、お父さん同士の交流がはじ
まる〈パパ友〉。つながりが広がって〈父親の子育てサークル〉へと発展するケ
ースも。児童館・児童センターや子育て支援センターの呼びかけでできること
もあります。交流会やイベントなどをとおし、子育てを支援するだけでなく、
地域とのつながりも深める活動は、多くの注目を集めています。
　〔こどもの城〕でも、東京周辺で活動している〈父親の子育てサークル〉に声
をかけて「おとうさんのあそび市」を平成 23 年 11 月 15 日に開催しました。6
つのグループが、遊びのプログラムを持ちより、〔こどもの城〕のスタッフも参
加して、お父さんたちが中心となって運営する ” 遊びの市場 ” になりました。参
加した〈父親の子育てサークル〉は、たがいに情報を交換して交流を深めると
同時に、多くの人にその活動をアピールしました。

各地に〈父親の子育てサークル〉が生まれている

　〔こどもの城〕が開館
した 26 年前には、多く
のお父さんはいすにすわ
って、子どもとお母さん
が遊ぶ姿をながめていま
した。最近は、いろいろ
な プ ロ グ ラ ム に 参 加 し
て、子どもといっしょに
遊びを楽しむお父さんが
多くなってきました。
　〔こどもの城〕には、子どもといっしょに遊びたいというお父さんの
ために、“ おすすめのプログラム ” を集めた「お父さんのあそび子育て
プログラム」があります。特別なプログラムだけでなく、ふだんの活
動のなかにも、お父さん（もちろん、お母さんも）と子どもがいっし
ょになって楽しめる ” あそびのプログラム ” がたくさんあります。

“ 機械いじり ” は、まかせておけ！

“ ガキ大将 ” のころを思い出してスポーツ遊び

お父さんのくつ
4 4

、わたしのくつ
4 4

家族の “ WA ” からみんなの “ WA ” へ
　子どもは音楽遊びが大好きです。音楽ロビーでは生バ
ンドの演奏に合わせて、親子のふれあいと音楽を楽しむ
“ あそびでつくる家族の WA ！ ” が行われました。指と
指で作るちいさな “ WA ” から、親子みんなで手をつない
で作る大きな “ WA ” へ。最後はたがいに、くすぐったり
つまんだりしてふれあい遊びを楽しみます。
　つぎは、音楽ロビーいっぱいに広がって、みんなで大

イナミックな動き。体育室で行われた
「お父さんと運動あそび」の一場面です。
　お父さんが子どものころの遊びを教え
てもらって、みんなで遊びました。お父
さんをおに
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にした「けいどろ」や「かん
けり」に、子どもたちは大はしゃぎです。

「お父さんはけっこう教えるのが好き」
と体育スタッフ。“ ガキ大将 ” のころを
思い出しているのかもしれません。
　土・日曜日、祝日に行われている運動遊びのプログラムのなかでも、
おりにふれて、親子でふれあって遊ぶことがあります。

ぐつ ” を作っていき
ます。お父さんは子
どもが作っているく

4

つ
4

を、子どもはお父
さんの作っているく

4

つ
4

をチラチラ気にし
ていました。
　造形スタジオの「親子コー
ナー」は、親子で造形遊びを
楽しむことができます。

きな “ WA ” に。縮んだり広がったりして遊んだ後は、子どもだけで “ 
WA ” を作り、電車のように進みます。行く手には、お父さんお母さん
が作る、ふわふわの布でできた、たくさんのトンネルがまっています。
　音楽ロビーに集まった家族みんな
で楽しむプログラム。親子の “ WA ”
から、家族と家族の “ WA ” へ広がっ
ていく、幼児から参加できる ” きずな
のプログラム ” です。
　音楽ロビーでは、親子で楽しめる
いろいろな音楽遊びを行っています。
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　第 26 回〔こどもの城〕小児保健
セミナー「多様化する親子へのか
かわり方」が、11 月 26 日に開か
れ、全国の児童館や学童保育所、
保育所などから 76 人が参加。
　佼成病院小児科医師、多田光さ
んの「親の話の聴き方・答え方」
では、現代の家庭のあり方を踏ま
え、特に災害に遭った家庭や虐待
の疑われる家庭への援助について
触れ、支援者は一人で抱え込まず
にチームで地域と連携することの
重要性を訴えました。
　NPO 法人日本サービスマナー
協会の中川奈美さんの「コミュニ
ケーション・マナー」では、より
よい人間関係を作り出すためには
笑顔とアイコンタクトが大切と、
実技も交えて体験。
　聖徳大学人文学部教授、井村た
かねさん（臨床心理士）は、家庭
裁判所での経験から、「離婚を経
験した親子への援助」のテーマで、
子どもと同居している親に対して
は気持ちを冷静に保つよう支援す
ること、子どもに対しては意向を
くみながら、面会交流なども含め
て長期にかかわっていくことが大
切であることなどを話しました。

★ 76 人が参加し小児保健セミナー

　「幼児グループ」（4・5 歳児）を
中心に、「保育クラブ」の 2 ～ 5 歳
児をふくめた〔こどもの城〕の保
育活動を紹介する「保育活動展～
こどももよう パートⅨ」を、2 月

　中高生世代が集まり、本音や悩
みを仲間と語り合う「ティーンズ
カフェ 2011」が、12 月 11 日に〔こ
どもの城〕で開かれました。12 歳
～ 17 歳の中高生世代 24 人が参

加しました。
　“ カフェ ” のようにおしゃべり
しやすいリラックスした場で、自
分たちの気持ちを素直に話し合お
うと企画されたもので、事前募集

い子でいたいと思ったことある？
～」「学校は本当に必要？～なんで
学校にいくのか考えたことってあ
る？～」「今、大切なのは学歴？～
私のよさは成績だけじゃない～」
をテーマに話し合い。最後にグル
ープで話し合ったことを報告し合
いました。
　参加者からは「一つでも楽しい
ことがあれば学校に行きたいと思
える」「学歴があればいろいろなこ
とができる。免許証といっしょ」

「相手と接する機会を増やせば、も
っと仲良くなれるはず」といった
意見も飛び出し、和やかな中にも
真剣な話し合いとなりました。
　「違う年齢の人たちや違う環境
の人たちと、本音でさまざまな意
見を交わすことができて、とても
ためになった」と、参加者の一人
は話していました。

　〔こどもの城〕指導者向け研修
会「“ 遊び ” から理解する子ども
のこころの発達」が、12 月 11 日
に行われ、全国の児童館や保育所
から、44 人が参加しました。
　前半は、「子どもの発達～ここ
ろとあそび」をテーマに、こども
の城小児保健部の北原知典（臨床
心理士）が、遊びの持つ意味と役
割、遊びをとおした心の発達の様
子、遊びから見る心のありような
どを講義。
　後半は井口由子（臨床心理士）、
も加わり、事前に参加者から寄せ
られた「乱暴な子にはどう対応す
れば良いか」「周囲に無関心・無
表情な子がいるので心配」などの
質問をもとに、現場での悩みや気
になる子どもへの対応方法などに
ついて話し合いました。ボランティアプログラム

◆みなくる工房（日曜日　13 時～ 16 時）

◆つくってあそぼう！！！めざせ！とびだせ！スペース☆トラベラー
紙コップで “飛ばすおもちゃ ”を作ります。
1 月 29 日　14 時～ 16 時 30 分／地下 1 階　フリーホール

1 月 15 日
手作り楽器のワークショップ　まわす鳥笛

13 時 30 分～ 14 時、15 時 30 分～ 16 時

ペットボトルキャップを使った鳥笛。糸の先につ
けて回すと、鳥の鳴き声（？）が。各回30人（小
学生以上）。15分前から音楽ロビーで受け付け。
1 月 22 日
不思議な映像実験室　絵が動いてみえるおもちゃの展示とワークショップ

12 時 30 分～ 17 時

絵が動いて見えるおもちゃ（視覚がん具）の、
さわって、見る展示とワークショップ。
ソーマトロープを作ろう（13 時 30 分〜 14 時 30 分）
ぱたぱたアニメをつくろう（15 時 30 分〜 16 時 30 分）

身の回りの“？”にせまる科学遊びのプログラム。
1 月 14 日　「まる」くないコマをつくろう
まるくなくても回るかな？いろいろな形のこまを作ります。
1 月 15 日　逆回転で喋ろう！
逆転再生でちゃんと聞こえる “ コトバ ” に挑戦。

◆小学生ラボ（土・日曜日：月 1 回／ 13 時～ 16 時）

女性ボランティアと折り紙遊び。
1 月  19 日　こま
　      26 日　おおきなふうせん

◆おりがみあそび広場（木曜日　14 時 30 分～ 15 時 30 分）

絵本のお話し会です。
1 月 15 日　14 時～ 14 時 30 分／ 5 階　保育室 2

◆絵本の読み語り

◆おはなしや
パネルシアターとマックロー人形劇場の公演。
1 月 15 日　13 時、15 時／地下 1 階　フリーホール

ボランティアとこま、みつうまなどの“昔遊び”。
1 月 14 日　14 時／ 5 階　ふしぎが丘

◆土曜昔あそびの会

ボランティアといっしょにみんなで遊びます。
1 月 15 日　14 時～ 16 時／ 5 階　ネット広場

◆日曜クラブ

おすすめ絵本を親子で楽しみます。
1 月 13・20・27 日　14 時／ 4 階　Ａスタジオ

◆絵本であそぼっ

大型の木製アスレチックわくわくらんど、まま
ごとなどが楽しめる幼児コーナー、パソコンル
ーム、小１〜高３対象のゲームコーナー小・中
学生コーナーがあります。

毎週交代で、いろいろなおもちゃが並びます。
小さい子から親子まで楽しめるコーナー。

◆金曜開店！あそびやさん（金曜日　開館時間中）

体育室・プール（地下 2 階）

1 月 14 日　ドッジボール（14 時）
1 月 15 日　ドッジボール（14 時）／ユニホック（16 時）
1 月 28 日　サッカー（14 時）

◆体育室の一般利用

1 月 14・21・28 日　バスケットボール（小 4 ～）

◆体力測定

25mの室内プール。利用料：幼児 100 円、小学
生〜 17 歳 200 円、大人 300 円。
日曜日・祝日　10 時 30 分～ 16 時 50 分

◆プール

1 月 14・21・28 日　ジェンベ（小 3 ～）

◆ポコ・ア・ポコ土曜音楽倶楽部（土曜日　14 時 30 分～ 15 時 20 分）

～ 1 月 9 日　こども歳時記「お正月」～お正月辰パックン～
1 月 13 日～ 2 月 3 日

こども歳時記「節分」～節分ころっと！オニカップ～

◆親子コーナー

自由に絵を描ける大きな白い壁「プレイングボ
ード」などで、親子で造形活動を楽しみます。

1 月 3 ～ 9 日　    こども歳時記「お正月」～お正月辰かぶり～
（10 時～ 16 時／小 3 ～　※１月 3 日のみ 12 時 30 分～）

1 月 14・15・21・22・28・29 日

こども歳時記「節分」～節分鬼だいこ～
（13 時 30 分～ 16 時／小 3 ～）

◆クリエイティブコーナー（土・日曜日、祝日）
子育て応援プログラム

3 か月〜 1歳 6か月の乳幼児と保護者、これか
ら母親になる人のための子育て広場。専門スタ
ッフも話の輪に加わって、情報を交換。
1 月 17・31 日、2 月 7・21 日／ 4 階　音楽ロビー

3 か月〜 2 歳 11 か月の乳幼児と保護者が安心
して過ごせる広場です。
1 月 24 日、2 月 14・28 日／ 4 階　音楽ロビーほか

◆ぽかぽか広場（火曜日：月 1 ～ 2 回／ 11 時～ 14 時）

1月の〔こどもの城〕の活動から
□開館時間□
　火〜金曜日　12 時 30 分〜 17 時 30 分
　土・日曜日・祝日　10 時〜 17 時 30 分
□１月の休館日□
　1・2・10 〜 12・16・23・30 日
　電話：03-3797-5666
　http://www.kodomono-shiro.jp
※ 1 月 9 日までは「冬休み特別期間」の特別プロ
グラムになります。

◆赤ちゃんサロン（火曜日：月 1 ～ 2 回／ 11 時～ 14 時）

◆ビッグサタデー（土曜日／ 10 時 30 分～ 11 時 45 分）

◆こどもの城アドベンチャー「スパイでGO！！」
事件を解決して、上級スパイをめざそう！
1 月 14 日　14 時～ 16 時 30 分／ 4 階　カラー階段

音楽の楽しさがいっぱいの音楽ロビー。曜日ご
とにさまざまなプログラムを行っています。

【毎　日】

【火曜日】

【水曜日】
【木曜日】

【金曜日】
【土曜日】

【日曜日・
　　祝日】

うたってハッピー（1 ～ 3 回／日）
ストリートオルガンをやってみよう（1 ～ 2 回／日）

みんなでライブ！（15 時）

ほんわかおんがくタイム（16 時 15 分）

すいようパチパチパーク（14 時 30 分）

木曜なかよし広場（13 時 45 分）

みんなの楽器屋さん（15 時）

うきうきタイム（16 時）

みかんちゃんズのオパオパサンバ！（14 時 15 分）

音楽あそびマーケット（13 時 30 分）

宅配！ミュージックボックス（14 時）

土曜日の不思議な映像実験室（15 時 30 分）

みんなであそぼう音楽広場（13 時 30 分 /1 月 15 日
はお休み）

めずらし楽器にチャレンジ（14 時）

Oshiro Band ミニライブ（14 時 45 分、16 時）

◆みんなのにこにこ広場（水曜日　15 時～）

女性ボランティアによる人形劇、影絵、紙芝居
の上演。手遊び、歌遊びも。
1 月  18 日　紙芝居『かぜをひいたカバのこカバタン』
　      25 日　影絵『オバケのクー』

音楽ロビー（4 階）

ビデオライブラリー（4 階）

プレイホール（3 階）

造形スタジオ（3階）

垂直跳び・握力など 8項目を測定。全国平均と
比較できます。利用料 100 円。
土曜日　14 時、15 時 ／ 日曜日・祝日　11 時、13 時、14 時、15 時、16 時

Ｂスタジオ（4 階）

◆おもしろビデオ館（金曜日　14時45分～）

2 〜 4 歳くらいの幼児向け作品を選んで上映。
“おはなし絵本 ”作りのコーナーも。

《日本と世界の絵本》
1 月 13 日　すいかのたね／海がにがてな海賊の子ども
　　20 日　ねこざかな／お花やさんになりたい狼のマキシム
　　27 日　おどるねこざかな／素敵な贈り物の輪

1 月  15 日　立体カレンダー　  

●ミュージカル「ボニー＆クライド」
～俺たちに明日はない～

▽ 1 月 8 ～ 22 日▽ S 席＝ 11,000 円、A 席

青　山　劇　場 青 山 円 形 劇 場

■青山劇場　℡ 03-3797-5678　http://www.aoyama.org/

れて、日常の活動で、親とどのよ
うにかかわっているか話し合いま
した。かかわり方に迷ったこと、
それぞれの児童館でのかかわり方
などを話題に出し、話し合いを深
めました。
　各グループで話し合ったことを
発表した後、コーディネーターの
講義を聞きました。それぞれのグ
ループで取り上げられた内容は、
多くの参加者にとって共感できる

1 回開催。児童館の活性化をめざ
して、自らの研鑽のための多様な
情報交換、交流、児童館活動の PR
などを行っています。
　今回は「こころひとつに　北の大
地から “元気 ” はっしん！！」がテー
マ。子どもを取り巻く環境が変化
していくなかで、豊かな体験がで
きる遊びの場や、子育て家庭が安
心して利用できる地域の拠点が求
められています。そこで、人と人
がつながり、心が通い合う児童館・
児童クラブをめざそうという趣旨
で設定されました。

道大会」が、11 月 22・23 日に札
幌市で開かれ、全国から児童館関
係者約 1,000 人が集いました。主
催は、全国児童厚生員研究協議会、
㈶児童健全育成推進財団、北海道
児童館連絡協議会、㈶札幌市青少
年女性活動協会。〔こどもの城〕ほ
かが共催。
　この大会は、全国の児童館・児
童クラブの有志が集まって、平成
7 年（東京大会）から 1 ～ 2 年に

　第11回「全
国児童館・児
童クラブ北海

「全国児童館・児童クラブ　北海道大会」終わる

□札幌市青少年女性活動協会（平成 23 年 12 月 10 日～ 17 日）
□わくわくグランディ科学ランド（12 月 23 日～平成 24 年 1月 22 日／栃木県）
□ふじみ野市立児童センター（1月 27 ～ 31 日／埼玉県）
□守谷市市民交流プラザ　北守谷児童センター（2月 5～ 19 日／茨城県）
□香取市山田児童館（2月 11 ～ 21 日／千葉県）
□京都市久我の杜児童館（3月 2～ 13 日）
□伯方児童館（3月 2～ 13 日／愛媛県今治市）
□ぐんまこどもの国児童会館（3月 24 日～ 4月 8日）
□上里町神保原児童館（4月 14 ～ 22 日／埼玉県）
□豊橋市こども未来館（4月 28 日～ 5月 6日／静岡県）
□キッズランド児童館（5月 14 ～ 25 日／鹿児島県南さつま市）
□明照児童館（6月 4～ 7日／三重県伊勢市）
□京都市大塚児童館（6月 15 ～ 16 日）
□宗像ユリックス（6月 23 日～ 7月 1日／福岡県宗像市）

【全国児童館おりがみ作品展巡回展開催日程】
北の大地から “元気 ” はっしん！！

　大会では「児童館のもつ可能性」
「地域とのネットワーク」「遊びの
情報交換」など、10 の分科会が開
かれ、意見交換や遊びの体験をと
おして、子どもの育ちについて学
び合いました。
　分科会「“ 親育ち支援 ” 親が育て
ば子も育つ !! ～求められる親支援
とは～」では、児童館・児童クラ
ブ職員の “ 親育ち支援 ” について
考えました。まずグループに分か

の高校生スタ
ッフと大学生
スタッフが中
心となって、
運営に当たり
ました。
　数人でグル
ープを作り、
テーブルを囲
ん で、「 な り
たい自分はど
んな人？～よ

1 月から始まる〔こどもの城〕の

講座・クラブ受講生募集
詳細は、総合案内課講座・クラブ係へ

03-3797-5666

平成 24 年度「保育クラブ」会員を募集します
　保育研究開発部では平成24年度「保
育クラブ」の会員を募集します。
　「保育クラブ」は、2 ～ 5 歳児を対
象に、登録して利用する会員制の保育
プログラム。集団遊びの場の提供、親
の時間を確保する〈保育プログラム〉
のほか、親子遊びや家族同士の交流な
どを楽しむ〈家族プログラム〉、子育て
の周辺情報を提供する〈情報提供プロ
グラム〉－－ を利用できます。
　募集要領は以下のとおり。

□募集対象□ 2 ～ 5 歳児（平成 18 年
4 月 2 日～ 22 年 4 月 1 日生まれ）
□募集要項□ 1 月 7 日から窓口で申し
込み用紙を配布します。詳細は、保育
研究開発部窓口にお問い合わせくださ
い。
　なお、〈保育プログラム〉の見学会を
2 月 1、2、3、7、8 日（いずれも 12
時～ 13 時）に開催。要電話予約。
□お問い合わせ□保育研究開発部「保
育クラブ」係（03-3797-5669）。

1 ～ 12 日（開館時間中。6 日は休
館）にギャラリーで開催。日常の
保育活動で取り組んだ、さまざま
な造形作品・共同制作物などをと
おして、子どもたちの成長を感じ
てほしいと願って開く展示です。
　今年の「幼児グループ」は、“ 街 ”
をテーマに活動。自分の住みたい
家や友だちと一緒に考えたお店屋
さんなどが並ぶにぎやかな “ 街 ”
を作りました。このほか季節行事
や遊びの様子なども写真をとおし
て紹介。いずれの展示からも、子
どもたちの “ 元気 ” を感じ取るこ

〔こどもの城〕の節分 春を迎える「オニは～外」
　〔こどもの城〕では、古くから伝
わる季節の行事（伝承文化）を子
どもたちに伝えていこうと、行事
の由来や意味を遊びに取り入れて
“ 季節 ” を感じてもらえるプログ
ラムを行っています。

　親子コーナーは、紙コップと丸
めたカラーペーパーを使い、けん

　〔こどもの城〕ボランティアによる「みてこ！よってこ！て
こてこパーク」が 11 月 23、26、27 日に、ピロティで行われ
ました。段ボールの迷路作り、大きなブランコ、落書きコーナ
ー、シャボン玉、こま回し、駄菓子屋まで登場し、来館児・者や、
通りがかりの親子連れも一緒になって、秋晴れの空の下、“ひ
ろば ”で思う存分に遊びました。

ピロティが “あそびのひろば ”に！

　〔こどもの城〕の水泳講座に通う148 人が参加した「第 24回
水泳記録会」を 12 月 11 日に開催。“インクルージョン（共に
生き、すべてを包み込む）”をテーマに、ベストタイムをめざ
す自分への挑戦、がんばっている仲間への応援など、みんなの
力が一つになった大会になりました。佃創司さん（中 2）、牧
由佳さん（中 2）に最優秀選手賞が贈られました。

ベストをつくし記録に挑戦！

　東京で子育てや家庭支援に取り組む企業や団体が一堂に会
し、活動事例を紹介する「子供未来とうきょうメッセ 2011」
が 11 月 25 日に東京国際フォーラムで開催されました。〔こ
どもの城〕は活動紹介のパネルブースと、紙で作る動物の帽
子「アニマル帽」のワークショップコーナーを出展。来場者
に〔こどもの城〕をアピールしました。

メッセで〔こどもの城〕を紹介

　子どもたちが、子どもたちの手
でテレビ番組を作る「ピコピコド

　「焼きいも大会」が〔こどもの城〕近くの金王八幡宮で 11 月
30 日に行われ、幼児グループの子どもたちが招かれました。
ぬれた新聞紙とアルミホイルでさつまいもを包み、みんなで落
ち葉のたき火に投げ入れました。火起こしの体験をしたり、落
ち葉で遊んでいるうちに、焼きいものできあがり。境内でほっ
かほかの焼きいもをほおばりました。

ほっかほかの焼きいもに舌つづみ

保育活動展〜こどももよう パートⅨ 
作品をとおして子どもたちの成長を紹介

2 月 1 〜 12 日／ギャラリー

●第 1 回こどもの城ファミリーミュージカル
「シーク・シーク・シーキングストーリーⅠ」
～なな色ぼうけん物語～

▽ 1 月 3 ～ 9 日▽ 2,800 円
（問）03–3797–5678

●ベニバラ兎団 vol.9
　「Mr. 教授の危険なマスカレイド」
▽ 1 月 12 ～ 15 日▽ 5,000 円（当日＝ 5,500
円）　　　　　　　　（問）03–5444-6966
● GULF －ガルフ－
▽ 1 月 20 ～ 25 日▽ 7,000 円

（問）0570–06–9939
●中西俊博 Leapingbow 2012
　「Reel's Trip ～はじめてのひかり～」
▽ 1 月 28・29 日▽ 6,000 円

（問）03–3797–5678

スクリーンに映し出された “ 映像 ” とふれあい
ながら遊びます。乳幼児親子対象。
1 月 13・27 日　13 時 45 分～ 14 時 15 分

◆なかよし映像広場

＝ 8,500 円、B 席＝ 3,500 円、ディレクタ
ーズシート＝ 11,000 円

 （問）03–3490–4949
● CHESS in Concert
▽ 1 月 26 ～ 29 日▽ S 席＝ 11,000 円、A
席＝ 8,000 円、B 席＝ 5,000 円

（問）03–3503–5815

ることが求められています。さま
ざまな子育て支援のなかでも、“ 親

育ち支援 ” は重要な課題だと再認
識しました。

ことが多く、有意義な分科会
となりました。
　これからの児童館は、いろ
いろなところと連携を取りな
がら、地域で子育てをしてい
く「子育て支援の拠点」とな

★「“遊び ”から理解する子どものこ
ころの発達」テーマに研修会を開く

とができます。

だまのように遊べる鬼の人形『節
分ころっと！オニカップ』。クリ
エイティブコーナー（小 3 以上）
は、段ボールとトレーシングペー
パーを使って鬼の形の『節分鬼だ
いこ』（1 月 14、15、21、22、28、
29 日）を作ります。

　節分の由来を “ 劇仕立て ” でわ
かりやすく伝える、毎年恒例のプ
ログラム。最後には、集まった子
どもたち全員で『鬼は外、福は内』
と豆まきをして春を迎えます。各
日とも 14 時 30 分から。

親子コーナー「節分ころっと！オニカップ」（左）、ク
リエイティブコーナー「節分鬼だいこ」（右）

1 月 29 日　サッカー（14 時）／ドッジボール（16 時）
※ 1 月 21・22 日は「ピコピコドルッチャテレビ」開催のためお休み

分科会では全国の人と意見を交換

ルッチャテレビ」が 1 月 21・22
日に、体育室で開催されます。ア
イデアを出し合い、クイズやドラ
マ、ニュースなどいろいろな番組
を作り、会場でライブショーを行
います。その様子は、インターネ
ットをつうじて全世界に発信され
ます！ 
　開局にあたり、当日遊びに来る
子どもたちの見本となるデモ番組
を作ったり、本番の準備や運営を
手伝ってくれる〈ディレクターメ
ンバー〉を募集しています。
□対象・定員□小学校 5 年生以上
10 人（先着順）
□活動日□ 1 月 8、15 日が準備、

21・22 日が本番（計 4 日）
□お申し込み・お問い合わせ□事
業企画部「ドルッチャ係」（03-
3797-5675）まで

子どもたちがテレビ番組を作る
「ピコピコドルッチャテレビ」

（1 月 21・22 日／体育室）

〈ディレクターメンバー〉募集中

■こども歳時記　節分
（1月13日〜2月3日／造形スタジオ）

※ 1 月 16、23、30 日は休館 ■節分会　大まめまき大会
（1 月 28・29 日／プレイホール）

24 人の中高生世代が集まり「ティーンズカフェ 2011」開く
「なりたい自分とは？」「学校は必要？」「大切なのは
学歴？」のテーマでグループごとに自由に話し合う


